
電話帳の種類 環境に配慮した電話帳発行

電話帳

　電話帳用紙は、木材を原料とする純正パルプと、古紙を原料とする再生パルプからつくら
れます。
　純正パルプは、紙をつくるために植えて育てた木材（植林木）や、家を建てたときに余っ
た木材等を原料としたものを使用しており、この純正パルプの使用を減らし、再生パルプの
配合率（古紙配合率）を高めていくことにより環境に配慮しています。
　また、電話帳印刷には植物油インキを使用するとともに、背のり等の購入時には、有害な
化学物質を含まないものを選ぶよう電話帳印刷会社に協力を呼びかけ、環境負荷低減を推
進しております。

　当社では、目の不自由な方の日常の電話利用にお役立ていただくため、点字電話帳を原則
3年毎に発行しています。
　発行地域は全エリアで、発行版数30版、発行部数は17千部です。配布方法は、社会福祉法
人日本盲人会連合に加盟している協会等の関係団体や地方自治体等を通じて、ご希望され
る方に無料で提供しています。
　掲載されている情報は、公共機関、福祉施設、電気・ガス・水道、医療機関、交通機関等暮ら
しにかかわる情報のほか、緊急ダイヤルや各種相談、テレホンサービス等の収録地域全体
に共通する情報を市町村別に掲載しています。

（参考）点字電話帳

●「タウンページ」
　ほしい商品やサービスがあるのにお店や会社の名前がわからないとき、思いついた職
業名やサービス名から電話番号や広告情報を探せるのが「タウンページ」です。

●タウンページデータベース
　「タウンページデータベース」とは、「タウンページ」に掲載される情報を、地域別・業種
別等に加工・編集したリストとして、CD-Rをはじめとする各種の媒体で提供するサービ
スです。
　「タウンページデータベース」は、お客様が自社顧客データベースの構築やＤＭ・テレ
マ等の営業活動に活用されるほか、国産カーナビや110番の通信指令台などで導入され
ています。
（参考）企業情報約560万件、約1,900業種（2024年３月末現在）

・掲載省略案内サービスの全国拡大

・新オペレーターサービスシステムの導入

・英語による番号案内サービスの実施

・番号案内の収支相償に向けた料金改定実施（1段階目）
・「あんないジョーズ」サービス開始

・ オペレーション業務の全面委託完了

・「NTT番号情報株式会社」に番号案内業務の委託先を変更

・番号案内の収支相償に向けた料金改定実施（2段階目）

・番号案内収支相償達成

・「あんないジョーズ」サービス廃止

・「DIAL104」サービス開始

・「自動案内（ANGEL LINE）」サービス廃止

・「DIAL104」サービス廃止

・番号案内業務の委託先を「株式会社エヌ・ティ・ティ マーケティングアクト
（現:NTTビジネスソリューションズ株式会社）」に変更

・番号案内（104番）を2026年3月31日をもって終了することを公表
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・東京と横浜で電話交換業務開始。同時に、197のお客様を対象に番号な
どの案内も開始

・案内受付用番号「500番」を設定（東京）

・自動交換になり、今日のような集中案内台が設置されて、番号案内は局番
なしの「100番」に統一（統一完了は1937年）

・東京で局番の大がかりな変更が行われたのに合わせ、市内番号案内が
「104番」、市外番号案内が「105番」になる

・市外番号案内を「105番」から「市外局番＋104番」に変更開始

・ 「市外局番＋104番」方式を全国に拡大完了

・東京（03エリア）において、電話番号簿による検索からコンピューターによる
検索に移行

・同じく大阪（06エリア）に導入

・コンピューターによる検索の導入エリア拡大
・自動音声回答の開始

・コンピューターによる検索の全国拡大完了
・ランダム受付の導入

・ 「104番」で全国の電話番号を案内

・費用負担の適正化実施（有料化）
・「自動案内（ANGEL LINE）」サービス開始

・掲載省略案内サービスの開始（全国12支店エリア）

・多数利用（月2回以上）等について割増料金制を導入

・深夜・早朝利用（午後11時～午前8時）について割増料金制を導入

番号案内の主な歴史
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